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 第４部 分野別の基本方針  【Ⅲ 都市環境の方針】                   
周辺の自然環境資源との連続性に配慮し、 

にぎわいとうるおいのある都市環境の形成をめざします 
 

 ■１ 豊かな緑をつなぐ緑のネットワークの形成を図ります                  
 

（１）緑の核や多摩川などの自然的資源とのネットワーク形

成を図り、多様な歩行者空間の形成による回遊性の確保を

めざすとともに、住宅地における民有地緑化の活動や散策

路のネットワークづくりの活動を支援します。【将来構想
3-1+下線部中原 280番】 

（２）公共公益施設の緑化に努めるとともに、市民や事業者

との協働により、生垣緑化や駐車場緑化、屋上緑化、壁面

緑化、事業所緑化などの民有地の緑化を促進し、環境や景

観の向上に寄与する市街地の緑化の推進や創出に努めま

す。【中原 291番】 

 

（３）公園・緑地などの整備や広場空間の整備を誘導し、緑

豊かな都市環境を実現します。【将来構想 2-3】 

 

（４）再開発等の大規模な土地利用転換にあたっては、「緑

化指針」等に基づき、敷地内緑化の推進と緑のネットワー

ク化など、緑化地の創出を適切に誘導します。【中原 290
番+下線部将来 3-1】 

（５）一定幅員以上の幹線道路において、道路緑化に努める

とともに、沿道の街なみ景観の向上・改善に取り組む住民

の発意による主体的なまちづくり活動を支援します。【中原 332番】 
 

 ■２ 地域の環境資源を活かした景観形成をめざします                    
 

（１）「緑化推進重点地区」として、中原街道や二ヶ領用水、

社寺等の歴史的文化的資源を活かしながら、駅前の交通広

場の緑化や公園の再整備、街路緑化等の公共空間の緑化を

進めます。【中原 366番】 
 
（２）駅前空間や商店街におけるパンジー等の花の植栽や花

を活用したガーデニングなど、住民の主体的な民有地緑化

の活動を支援し、花を活かした街なみ景観の形成をめざし

ます。【中原 319番、下線部は同項目の表題から抜粋】 
 
（３）二ヶ領用水や渋川、多摩川の堤防沿いには桜並木が植

栽され、住民の手による維持管理活動が行われていること

から、桜並木を活かした水と緑のネットワークの形成をめ

ざして、住民の主体的なまちづくり活動を支援します。【中
原 322番】 

（４）二ヶ領用水や中原街道、川崎七福神等の歴史的資源が

多く存在することから、住民の発意による、歴史的資源を

活かした主体的な街なみ景観づくりの活動を支援します。
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【中原 374番、119番や 122番を含めて要約】 

 ■３ にぎわいのある街なみ形成をめざします                          
 

（１）「都市景観形成地区」として、ランド

マークによる拠点景観や駅を中心とする

にぎわい景観、快適で一体感のある公共

的空間をめざす沿道景観、まちの回遊性

を高める水と緑の景観づくりなど、風格

と快適さを感じることができる街なみ景

観の形成をめざすとともに、新たな開発

エリアにおいても、広域拠点にふさわし

い景観形成をめざします。【中原 365 番、
下線部修正・追加】 

（２）超高層建築物の配置のバランスと洗

練されたデザインによる広がりのある街

なみ形成とともに、低層部における商

業・文化・交流機能等の配置や公共空間

との一体化によるにぎわいのある街なみ形成をめざします。【将来構想 3-1】 
 

（３）良好な都市景観の形成などに資する電線類の地中化の推進や屋外広告物の整除・デザインへ

の配慮等を促進するとともに、まちの魅力を向上するようなサインの統一を図ります。【将来構
想 3-1】 

 ■４ 安全で快適なうるおいのある空間の創出をめざします                 
 

（１）道路沿道での歩道状空地の確保による緑豊かな歩行者

空間の形成や、建物高層部の壁面後退による上空の開放感

の確保等により、回遊性のある安全で快適な空間形成をめ

ざします。【将来構想 3-1,3-3】 
 

（２）歩行者空間沿道での広場や緑地などのオープンスペー

ス確保を誘導するとともに、敷地内の緑化、デッキ上緑化、

屋上緑化など、立体的な広場や緑地の整備等による連続性

のある空間形成を誘導しながら、多層化する緑に囲まれた

うるおいのある空間の創出をめざします。【将来構想 3-1】 
 

（３）多摩川や二ヶ領用水は、貴重な水と緑のオープンスペ

ースであり、住民が主体となった水を活かしたまちづくり

活動を支援するとともに、再開発等の大規模な土地利用転

換に際しては、豊かな水辺空間の形成等を適切に誘導しま

す。 

 

 

 ■５ 環境への負荷の軽減と循環型のまちづくりをめざします                
 

（１）屋上緑化や超高層建物の敷地内空地の緑化など、多層化する緑地の整備を誘導し、環境への

負荷の軽減を図るとともに、周辺の豊かな自然的環境との調和を図り、風の流れを考慮した建物

計画や、高層建築物の風害などへの配慮など、安全・安心のまちづくりを誘導します。【将来構
3-2 

武蔵小杉駅周辺景観形成地区 
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（２）資源・エネルギーの効率的な利用、廃棄物の発生・排

出抑制、再利用、再生利用、水循環構造の保全・再生等の

視点に立って、環境負荷が少なく、循環型の社会システム

の構築をめざした都市構造の形成や土地利用の誘導、都市

施設の整備を進めます。【中原 385番】 

 

（３）公共施設等への太陽光発電システム等の導入に努める

とともに、民間における新エネルギーや「革新的なエネル

ギー高度利用技術」の普及・促進を進めます。【中原 386
番】 

（４）産業公害や都市生活型公害の防止を図るために、用途地域等の地域地区の指定にあたっては、

環境との調和に配慮した土地利用の誘導に努めます。【中原 378番】 

 

（５）都市施設の整備や市街地開発事業の実施にあたっては、地域の環境特性を十分把握し、周辺

環境との調和や大気汚染、水質汚濁、悪臭、騒音・振動、雨水流出、廃棄物の増加等による環境

影響への配慮に努めます。【中原 379番】 

 

（６）工場跡地等の大規模な土地利用転換にあたっては、周辺市街地との調和や環境改善等に資す

る計画的な土地利用の誘導に努めます。また、有害物質等による土壌汚染対策の事業者等の適切

な取組を指導します。【中原 380番】 

 

（７）一定規模以上の建築物等の建築に対しては、大気汚染や騒音・振動、水質汚濁、土壌汚染等

の公害を防止するため、環境に配慮した適切な土地利用や施設整備を誘導するとともに、土地の

区画形質の変更を伴う大規模な開発行為に対しては、周辺の環境特性や土地利用と整合するよう、

緑地や生物の生息環境への配慮や水質汚濁、雨水流出、廃棄等による環境への影響の配慮を適切

に誘導します。【中原 381番、382番】 

 

（８）環境に配慮した建築物を促進するため、「建築物環境配慮制度」や、太陽光発電施設設置へ

の補助事業等により、省エネルギー型や、風や光などの自然エネルギー利用、環境への負荷を配

慮した建築物の建設など、新しい住まいづくり等の促進に向けた普及を図ります。 

 

 

建築物環境配慮制度（CASBEE 川崎）より
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（９）「環境」と「経済」の調和と好循環を進め、持続可能なまちづくりを実現するため、都市排 

熱の抑制や地表面被覆の改善の実施など、総合的な地球温暖化対策事業を推進します。 


